
1．はじめに
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波照間島の植生概観と動物相

宮城邦治

波照間島は石垣島の南42伽に位置し、周囲14"、面積が1,490haの隆起珊瑚礁からなる平坦

な島喚である（図1，図2）。島の主産業は農業で、サトウキビが栽培されているが耕土は浅

く、最近になって土地改良などの基盤整備がおこなわれている。波照間島は八重山群島の中で

も他の島々に比べて交通が不便な事もあり、動・植物の調査研究はあまりおこなわれていな

い。植物については多和田（1954)、新納（1976)、緑地研究会（1977）および沖縄県（1978）

の報告があるが、動物については昆虫を中心に断片的な報告がなされている（井上1975.,柏

井、1975）だけである。

筆者は波照間島の自然環境として、植生と動物相について若干の調査をおこなった。調査期

日は1980年6月26日～29日、1980年9月18日～21日、11月19日～23日および1981年8月5～8

日までの延べ13日間である。短い調査期日では十分な調査ができず、資料収集にも偏りがみら

れるが、波照間島の自然環境の大まかな把握は可能だと思われるので、ここに報告する。

2．調査方法

植生については主に海岸植生を中心に、Brawn-Branquetの方法を使って調査をおこなっ

た。また、自然林がよく残存している御嶽は特定の日以外の立入りが禁止されているので、外

から眺望できる範囲で植生の把握をおこなった。

動物相については、基本的には採集を中心に調査をおこなったが、目撃できた動物について

もできるかぎり記述した。今回の調査で対象にした動物は脊椎動物（両生類・爬虫類・鳥類・

哺乳類）と昆虫類・真正クモ類で、採集した動物は全て持ち帰り同定した。

3．調査結果および考察

3－1波照間島の植生概観

島の自然環境を把握するための第一歩は、まず植生を調査することである。波照間島は隆起

珊瑚礁からなる平坦な島で、海浜や礁原にはそれぞれの環境に応じた独得の植生がみられる。

今回の調査では海岸の礁原植生と御嶽やその周辺の植生を中心に、波照間島の植物的自然の把

握に努めた。
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（'）海岸植生の概要

島の東側の高那崎、西側のハマシタン（ミズガンピ）の群落地、南側のペムチ浜、そして北

側のシムスケの海岸で調査をおこなった。

高那崎は風光明美な岩礁地形で、海崖の高さは数十mに及び、太平洋の荒々しい海風と波浪

をまともに受けるところである(plate.1)。

植物は飛沫帯の20～30m後方（内陸方向）からみられ、イソフサギ帯～イソマツ帯～モクビ

ヤッコウ・コウライシバ帯～ミズガンピ帯～クサトベラ・モンパノキ帯～アダン帯へと続く帯

状構造(Zonation)がみられる(図3)。高那崎は強い波浪のため、礁原の凸地の植生は全体的

に倭化が目立ち、とくにミズガンピは完全に葡萄型を呈している。ミズガンピは最も優先して

いる種で、岩礁地全体に広がるような群落が発達している(plate､2)。このようなミズガンピ

の群落は沖縄島や宮古島（東平安名崎）などではテンノウメ群落と置きかわっている。クサト

ベラやモンパノキは凹地に生育し、小潅木状を呈しているがアダン群落の近くではやや樹高を

高くしているのがみられる。

高那崎ではその他に、ソナレムグラ、テツポウユリ、ナハエボシグサ、ハリツルマサキ、ハ

ナカモノハシ、イワダイケキ、グンバイヒルガオなどがみられる(plate､3)。また、アダン群

落は内陸深く発達している。

高那崎の南側の「最南端の地」周辺は砂地になっており、ハマオモトやスナヅル、ハマウド

の群落がみられる。波浪の影響が高那崎に比して少ないので、クサトベラやモンパノキなどは

全体的に高く、半円状の樹型を呈している。また、クサトベラやモンパノキ、ハマウド、ハマ

オモトなどの後方にはアダン群落がよく発達している。

高那崎とは正反対の西崎の海岸では、沖合いにリーフがよく発達しているので、波浪や海風

の影響は少なく海岸の汀線までオオハマボウ、テリハボク、タイワンウオクサギなどが迫って

いる。また、ミズカンピは詞創型ではなく、完全に喬木化しすばらしい群落をつくっており、

植物の生活形（樹型）と環境との関わりを一目で知ることができる。

南側のペムチ浜は約500m程の海浜で、汀線から植物帯までは約10mくらいである。海浜は

強い傾斜で汀線に向っており、傾斜地ではクサトベラ、モンパノキ、アダン、ハマボッス、ハ

マオモト、イリオモテアザミなどがみられ、クサトベラ・モンパノキ群落をつくっている。傾

斜地の頂上付近から内陸の平坦地にかけてハテルマギリ群落やテリハボクの群落がみられ、ア

オガンピ、アダン、タイワンウオクサギ、キダチハマグルマなどが出現する。

また、海浜近くの岩礁地ではイソフサギ帯～イソマツ・モクビヤッコウ帯～モクビヤッコウ

・ミズガンピ帯～ミズガンピ帯～クサトベラ・アダン帯のZonationが模式できる（図4)。

ミズガンピ群落は発達がよく、岩礁の凸地を覆い(plate､4)、凹地ではモクビヤッコウやイソマ

ツがみられる(plate､5)。やや内陸になると、クサトベラ、アダン、モンパノキなどがみられ

砂地ではグンバイヒルガオ、ナハエボシグサ、イリオモテアザミ、ハマオモト、ハマボッス、

ホソバワダン、ハマゴウなどがみられる(plate,6～8)。

北側のシムスケの海岸も典型的な岩礁地形で、イソマツ帯～ミズガンピ・モクビヤッコウ帯
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～クサトベラ・コウライシバ帯～ハマゴウ・クサトベラ帯～アダン帯のZonationがみられる。

イソマツ帯の発達は悪く、むしろミズガンピ・モクピヤッコウ帯からのZonationがわかり易

い。海岸ではヤギの放牧がおこなわれており、クサトベラの食害が目立つ。まだ、アダンの群

落を境に内陸部ではギンネム群落がみられる。

このように波照間島の海岸植生は基本的にはZonationがはっきりしており、とりわけミズ

ガンピ群落やハテルマギリ群落(plate､9)は波照間島の海岸植生の代表的な景観である。

（2）御嶽林の概要

波照間島の人々 は信仰心が厚く、とくに大きな御嶽（白郎原、真徳利、阿幸俣御嶽）は人々

の出入をきびしく禁止しているので、聖地である御嶽や拝所には自然林がよく残存している。

これらの御嶽を外から眺望できる範囲で植生を把握した。

白郎原御嶽はリュウキュウガキ、クワノハエノキ、ツゲモドキ、タブノキ、コミノクロツグ、

リュウキュウコクタン、アカテツなどがみられる。この御嶽ではクロボウモドキの群落がみら

れるが、これは初島（1974）によって新種記載されたバンレイシ科の植物で、西表島と波照間

島の一部から知られているだけである。

真徳利御嶽はクワノハエノキ、ガジュマル、リュウキュウガキ、フクギ、コミノクロツグ、

シマヤマヒハツ、トウヅルモドキ、アカテツなどがみられる。

阿幸俣御嶽はツケモドキ、ガジュマル、クワノハエノキ、ハマイヌピワ、シマヤマヒハツ、

コミノクロッグ、リュウキュウガキ、アカテッ、リュウキュウコクタン、トゲカズラなどがみ

られる。

これらの三御嶽とも母岩である石灰岩の露出がかなりみられ、とくにコミノクロツグ、リュ

ウキュウガキ、クワノハエノキなど石灰岩地帯の植物を中心にして波照間島の自然植生をつく

り出している。また、小さな御嶽も数多くあり、ガジュマル、リュウキュウガキなど同様な植

生景観がみられる。

このように波照間島の自然植生は御嶽を中心に残存しており、これらの御嶽林が基本的な植

生景観をつくっているといえる。

（3）部落周辺の植生

屋敷の周辺はフクギの屋敷林がみられ、赤瓦の屋根とともに南島独得の人文影観をつくって

いる。部落内にも小さな御嶽がいくつかあり、石灰岩を母体にした地形にはフクギ、リュウキ

ュウコクタン、アカテッ、オオバアコウ、センダン、ガジュマル、ハスノハギリ、リュウキュ

ウガキ、マルバチシャノキ、コミノクロツグなどがみられる。

畑地の畦道にはナンバンコマッナギ（インドアイ）、バンジロウ、ギンネムなどが多くみられ

る。ギンネム林は一周道路や農免道路の周辺に発達しており、そのような場所はヤギの放牧地

になっている場合がある。

以上のように波照間島の植物的自然は、海岸の礁原地にはイソマッ、モクピヤッコウ、ミズ
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ガンピ、モンパノキ、アダンなどの群落が発達し、砂丘地にはハテルマギリ、アダン、テリノ、

ボクの群落がみられる。とくに高那崎、西崎のミズガンピ群落やハテルマギリ群落は波照間島

の海岸を特徴づける植生となっている。

内陸の石灰岩地は御嶽になっているところが多く、そのようなところではリュウキュウガキ、

クワノハエノキ、コミノクロッグ、リュウキュウコクタンなどがみられ、波照間島の土地的極

相林とおぽしき森林植生を形成している。

部落周辺も同様に石灰岩地の植生がみられるが、人為的影響をつよく受けたような地域では

ギンネム林が発達している。また、屋敷林はほとんどフクギが利用されていた。
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3－2波照間島の動物相

調査期間中に波照間島で目撃・採集され、生息が確認された動物は以下の通りである。なお

脊椎動物については、今回の調査では採集できなかったが生息が確実と思われる種について

も、一応リストに加えた（※印）。学名の取扱いは、脊椎動物は主として今泉（1960）、千石

編（1979)、小林（1972）に、昆虫類は高良・東（1973)、真正クモ類は八木沼（1978）にそれ

ぞれ準じた。なお、種名の後に付した記号は採集日を示しており、それぞれH6(1980年6月

26日～29日)、H9(1980年9月18日～21日)、H11(1980年11月19～23B)およびH8(1981

年8月5～8日）で表わしてある。
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ハエトリグモ科

アダンソンハェトリグモH"sαγj"sα"α"SO"jH9

チャスジハエトリグモPI"""s"y加脇H11

カラスハェトリグモR"g"eα〃α畑H9

アシダカグモ科

コアシダカグモH2花γ0加伽向γcj加加H9
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これらの真正クモ類は御嶽、農道傍、部落内で採集された。採集された種は10科22種で、全

て沖縄島および八重山諸島との共通種であった（千木良・宮城、1981）。波照間島の真正クモ

類相は単純であるが、詳しく調査すれば種類数はもっと増えると思われる。因に、八重山諸島

の真正クモ類については下謝名（1967,1970）、大利・樋山（1976）が西表島から80種、石垣

島から68種、与那国島から62種を報告している。

昆虫類INMCTA

蜻蛉目Odonata

ヤンマ科

リュウキュウカトリヤンマGy"αCa"＃加が"んy"e"sis
H6ﾘｭｳｷｭｳギﾝﾔﾝﾏA"α窕加"ybe"s

トンボ科

ハラボソトンポOγ＃舵〃""@sabj"asα膨れαH6

H6ショウジョウトンボC''OCOt"gWsSCγ"伽a

H6ﾋﾒﾄﾝボD柳α“伽s"畑α"s

H9ウスバキトンボPα"加Jα〃“9s“"s

直翅目Orthoptera

ツユムシ科

H6ダイトウクダマキモドキP伽"J"Jα‘α〃og"sis

バッタ科

H6クルマパッタGas〃伽αg"s〃αc"20γα〃s

H6ハネナガイナゴ0発yα〃gJo%

モリバッタの一種Tγα""αOγ"α〃s・spH8

ナナフシ目Phasmida

コノハムシ科

コブナナフシDα加We"WO"伽〃H8

H6
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半翅目Hemiptera

カメムシ科

ミヤコキンカメムシBγαc"yα〃αヵ"yα肋""s H8

同翅目Homoptera

セミ科

リュウキュウクマゼミcγ妙加ｵy漉加"α／α“α"so""α"α"α H8

鱗翅目陛pidoptera

セセリチョウ科

オキナワビロウドセセリH"soγαC〃O"@"sin@e""zisH6

ネッタイアカセセリZWic〃αc〃o〃s〃"g@H6,

チャバネセセリPeJol"es加鰯〃αso舵γ＃〃γjH6

アゲハチョウ科

アオスジァケハGγ”〃""s"pedo"""po"""@H6

ｼﾛｵピｧｹﾊP""opoJ"花spoﾉy#esH6,H9,H8

ベニモンァケハPac"joがααγjs#"oc〃αej"花γ加s""sH6

シロチョウ科

ナミエシロチョウA'pj@s""〃〃”"α〃H6,H9,H11,H8

ツマベニチョウHe60"20"gIα"cj"eco"spe"gα〃H6,℃H9,H8

キチョウE"γg"､α〃cα"”α"dαγj"aH6,H9,H8

シジミチョウ科

ウラナミシジミLα""es加g〃C"sH6,H9,H8

ハマヤマトシジミZizeeγ加加ys"α〃γαSα"〃aH6,H9,H8

ヤマトシジミZ・加α加oﾙj"α”α"aH9,H8

マダラチョウ科

アサギマダラPαγα"〃cα〃jp伽"jcaH9,H8

リュウキュウアサギマダラRa〃"αsi"z"sH9,H8

ｶバﾏダﾗPα"〃""αsC"ysjl"sH9,H8

スジグロカバマダラSaJa伽γagg""〃aH6,H9,H8

オオゴマダラ〃gαノg"CO"“〃"〃"e"sjsH6,H9,H11,H8

タテハチョウ科

リュウキュウミスジN""s"J@sJ"c"Je"〃H6,H9,H11,H8

タテハモドキP"ecisα〃α"aH6,H8

ァオタテハモドキP.oγ"〃aH8

アカタテハVα"esSai"diCaH6,H9,H8



メスアカムラサキH"oﾉ伽"as"s""sH6,H9

リュウキュウムラサキH､6伽"aH6,H9

イシガケチョウCwes"sMyo"""swzz6鯏αH6,H9,H8

双翅目Diptera

ミズアブ科

アメリカミズアブ"""@g〃α〃"Ce"sH6

ムシヒキアブ科

アオメアブα〃〃"O加｡αC〃"g"sjsH6

ツリアブ科

クロハネツリアブH"〃αJo"α加減αJ"sH6J

ハナアブ科

キゴシハナアブLα幼yγo”ｵ伽J〃"s9"'@q"es"jα加s

ミナミキゴシハナアブL、αγ"oγ"〃H6

H6

甲虫目Coleoptera

アツバコガネムシ科

フチトリアツバコガネP"ceoc"o"s"S加滋C"SH8

コガネムシ科

ｱｵドｳガﾈA"α"α〃αJ加'"os@sα"s"伽α"aH8

イシガキシロテンハナムグリPγ0畑e〃αis"gαﾙ"H8

タマムシ科

アオムネスジタマムシC"ysOC"O"j"C"""H9,H8

テントウムシ科

オオテントウSy"o"yc""g''α"伽sH6,H9

ゴミムシダマシ科

オオニジゴミムシダマシHeWceγα"Jc〃aH9

ハナノミ科

シラホシハナノミの一種H0s膨加"α"O伽α”．H6,H9

カミキリムシ科

ヨツスジトラカミキリC〃oγ”伽γ"s9"""e"scjα"SH8

イシガキゴマフカミキリハ他SOSCCeγ""opic"H9,H8

ハムシ科

ヨツテンジンガサハムシL@cc""γα9"α〃伽αc"I〃aH8

字－1Ⅳ一



－118－

膜翅目Hymen叩tera

ヒメバチ科

キバラヒメバチIC""e認〃0〃伽s"γjsH6

セイボウ科

セイボウの一種（サカグチムツバセイポウ？）C〃ysjsspH6

ツチバチ科

ヤェヤマクロヅチバチSco"αyα〃αwZCe"SjsH6

ヒメハラナガツチバチCa"pso""jsα"""Jα畑H6

スズメバチ科

ツマグロスズメバチVes加α〃"jSH6

ヤェヤマアシナガバチP伽stesjo加加"αeH6,H9,H8

トックリバチ鋤""e"esMcMo

クロスジスズバチE・“加加"＃んγw@jsH6

フトオビドロパチR""c〃""@郷α"dα”""wzH6

ベッコウパチ科

ルリベッコウパチの一種Po"'""ssp．H6,H9,H8

ジガバチ科

キンモウアナバチS""〃α獅伽力jC"sH6,H9,H8

ｷゴｼジガバﾁ動"幼〃o""､α〃as加加"""@H6,H8

ミツバチ科

タカオルリモンハナバチT"γe"s加加o"sH6

ｱｵｽジｺｼブﾄﾊﾅバﾁA"加加oγαSc"α伽ﾉH6,H8

アカアシセジロクマバチXyJoco"α伽泥0＃"sH9

ミツバチApjs"""ja加卯jCCH8

昆虫類は蜻蛉目2科6種、直翅目2科4種、ナナフシ目1科1種、半翅目1科1種、同翅目

1科1種、鱗翅目6科25種、双翅目4科5種、甲虫目8科10種および膜翅目7科16種が採集さ

れた。波照間島の昆虫相は、ごく一部の種を除けばすべて石垣島、西表島との共通種である。

波照間島の昆虫相で特筆すべき種にツマグロゼミN"po"ose鰄α"γ”"α"sがいるが、今

回の調査では採集できなかった。本種は波照間島以外では宮古島と西表島の一部から知られて

いる。なお、御嶽や畑地などを中心に調査・採集をおこなえば、波照間島の昆虫相のリストは

かなりふえると思われる。

両生類AMPHIRIA

アカガエル科

ヌマガエルRa"α〃”"0c"αγjs
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ヒメアマガエル科

ヒメアマガエルMbγo〃Ja0γ"α畑

両生類は2科2種の生息が確認された。ヌマガエルは部落内の下水溝、水溜り、御嶽の林内

で目撃・採集された。波照間島産のヌマガエルは、頭部から尾部にかけての背面正中部に、白

線のみられる個体とみられない個体がいる。宮古諸島のヌマガエルも同様に白線がみられる

（当山、1976）が、沖縄諸島や与那国産の本種では白線を欠いていろ。

ヒメアマガエルは前部落の長田御嶽で採集されたが､ヌマガエルよりも個体数は少なかった。

畑地の水溜りや下水溝などでは本種の幼体（オタマジャクシ）が多くみられた。

爬虫類REPTIUA

ヤモリ科

ホオグロヤモリHe"""c柳"s/"e"αｵ"sH6,H9,H11,H8

ニホンヤモリGeMoノα加"ic"sH6,H9

トカゲ科

サキシマスベトカケScj"c〃Jα伽e"gc"H8

イシガキトカケ鰯""“gsS＃伽'so"H8

※キシノウエトカケE."s""o"yeiH6(目撃）

ナミヘピ科

※サキシマアオヘビOp"eo"ys舵γ”"“

ヤェャマヒバァA畑力〃9s”αヵγyeγ〃s〃gα腕g"sisH11

爬虫類は3科7種の生息が確認された。ホオグロヤモリは部落内の家屋の壁、電柱の燈下で

多数採集された。ニホンヤモリは部落の周辺部のフクギやテリハポク、納屋などで採集された

が、ホオグロヤモリに比べその個体数は少なかった。

イシガキトカケは前部落内の石垣や道路、名石部落の公民館近くの御嶽で目撃され、2頭を

採集した。従来、本種は石垣島・西表島以外からの採集例はなく、今回の採集により本種が波

照間島にも生息する事が確認された。

サキシマスベトカゲは前部落の長田御嶽で1頭採集された。キシノウエトカケは前部落内の

畑地で1頭だけ目撃したが、島の人々は本種の存在をよく知っており、冬季には畑地や海岸近

くの土中で冬眠するとの事である。本種は宮古島、伊良部島、来間島、石垣島、西表島などに

も産し、国指定の天然記念物になっている。

鳥 類 A V m

カラス科

オサハシブトガラスCoγ〃s伽α畑α"城osM

一
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ハタオリドリ科

スズメP"sseγ〃o"〃""ssα〃γα〃s

セキレイ科

ハクセキレイMり加c〃ααﾉ加伽gg"s

ｷｾｷﾚｲM･cj"e"egc"sがcα

メジロ科

ｲﾘｵﾓﾃﾒジpZos蛇γ0ｶs加助e"osα"jow@ofe"sis

ヒヨドリ科

イシガキヒヨドリH"s""esα郷α"γ0"ss吻伽ege"

ャエヤマシロガシラPyc"o"o"ssi"e"sisoγ〃

ウグイス科

セッカas"coJaノ""cidis〃"""ic"s

ツグミ科

イソヒヨドリMひ"〃coJas〃〃αγ伽sw@cg""s

フクロウ科

リュウキュウコノハズクO"sscOlseJgga"s

ハト科

リュウキュウキジバトS〃"tol""oγ""〃"ssf伽'so"

チュウダイズアカアオバト動"e""γ"s九γ"@os"ewzedio苑加"s

鳥類はオサハシブトガラスが最も多く、部落内、畑地､海岸など島内のいたるところで目撃

できた。またヤエヤマシロガシラも部落内で多くみられた。その他、イシガキヒヨドリ、ハク

セキレイ、イリオモテメジロなど9科12種（亜種）がみられたが、詳しくは調査をすれば種類

数はもう少しふえると思われる。

哺乳類MAMMAUA

オオコウモリ科

ヤェヤマオオコウモリP花γ01"saasy"α""syay〃α"2"eH6,H9,H8(目撃）

トガリネズミ科

リュウキュウジャコウネズミS""c"s〃､"γj""sγj"たj"α〃"SH8

ネズミ科

クマネズミRa〃"sγα〃"sH11

※ヨナクニハツカネズミM"s〃oJoss""sjjo"α加鰄

イタチ科

ニホンイタチM"s制as伽γic@〃α鰯H6,H9,H8(目撃）

（

i
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哺乳類は4科4種（亜種）が目撃・採集された。ヤエヤマオオコウモリは部落内にあるフク

ギの果実を求めて、夜間に複数の個体が飛来してきた。また6月には南部落近くの林内のオオ

バアコウとガジュマルで休息している個体がみられた。波照間島のオオコウモリは約24”離れ

た西表島から飛来してくる(下謝名、1976)と思われるが、島内には白郎原御嶽、真徳利御嶽、

阿幸俣御嶽などを中心に、オオバアコウ、クワノハエノキ、ガジュマル、リュウキュウガキな

どの自然林がよく残存しているので、周年生息している可能性もある。いくつかの御嶽には鐘

乳洞があり、洞内には小型のコウモリ類が生息しているとの情報が得られたが、今回は確認で

きなかった。おそらくはヤエヤマユピナガコウモリだと思われるが、他にヤエヤマコキクガシ

ラコウモリ、イシガキカグラコウモリなどの可能性もある。今後の調査を待ちたい。

リュウキュウジャコウネズミは南部落の御嶽の林内（オオバアコウ、ガジュマル、クワズイ

モ、リュウキュウガキなどが優先する）で一頭だけ採集できた。

クマネズミは燈台近くの豚舎跡で採集された。波照間島では1965年～66年頃にはクマネズミ

によるサトウキビへの加害が著しかったようであるが、今日では定期的な殺鼠剤の使用や「天

敵」動物として導入されたニホンイタチの定着の影響を受けているとみえて、採集されたのは

わずか1頭であった。ネズミ類は他に、ヨナクニハッカネズミが生息している（高良、1975）

ようだが、今回は採集・確認できなかった。

波照間島のイタチは土着の動物ではなく、ネズミ駆除の目的で、1966年から68年にかけて雄

299頭、雌49頭を、当時の琉球政府が鹿児島県から導入したものである（伊波、1966.，内田、

1968）。今日ではすっかり島内に定着しており、農道や部落内でイタチを目撃することができ

る。また、農道ではイタチの糞が多くみられた。イタチの防鼠効果については、その評価が分

れろ（平岩・内田、1960.,田中、1967.,御厨、1969.,内田、1969）が、島の人々 はイタチによ

るネズミ駆除の効果については、これを認めているようである。いずれにしても人為的な動物

の移入は、その土地の生物群集に何らかの影響を与えるのは必至であり、慎重な対応が望まれ

る。

波照間島の自然環境としての動物相は、真正クモ類、昆虫類、脊椎動物などいずれも石垣島

や西表島などに比べて単純で、種類数も少ない。しかし、御嶽などを中心に自然林がよく残存

しているので、今後もっとていねいに調査をしていけば種類数は増えると思われる。特に、真

正クモ類や昆虫類は小型な動物なので目撃・採集されることが少なく、また季節的な影響もあ

るので相当数のリスト漏れがあると思われる。

脊椎動物では採集された種の他に､キノボリトカゲ、タシロヤモリ、サキシマアオカナヘビ、

ヤエヤマアオガエルなどが、また洞穴性の小型コウモリ類（ヤエヤマユビナガコウモリ、ヤエ

ヤマコキクガシラコウモリ、イシガキカグラコウモリなど）が生息している可能性がある。

；

波照間島の動物相の概要は以下の通りである。

('）今回の調査で波照間島の真正クモ類、昆虫類および脊椎動物のファウナの一部が明らかに

なった。脊椎動物では両生類が2科2種、爬虫類3科5種、鳥類9科12種および哺乳類が4
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科4種それぞれ目撃・採集された。

(2)真正クモ類は全て、沖縄島や八重山諸島と共通種であった。

(3)昆虫類はほとんどが石垣島・西表島との共通種であり、昆虫相は全体的に貧弱であった。

(4)ヌマガエルは背面正中線に白線のある個体がいた。

(5)イシガキトカケが採集され、波照間島での本種の生息が確認された。

(6)キシノウエトカケが生息するが、サキシマハブは分布しない。

(7)ネズミ駆除の目的で導入されたニホンイタチは完全に定着し、島内のいたるところで目撃

できた。
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